




























1 ) 覆醤集 < 石川丈山詩集、有続集、已刻 > 2 ) 草山集 < 僧元政詩集、已刻 > 
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3 ) 活所遺稿 < 那波道円詩集、已刻 > 
4 ) 老圃堂集 < 那波木菴詩稿、已刻 > 
5 ) 剛斎殘稿 < 江村宗瑉詩集、已刻 > 
6 ) 芝山會稿 < 大高季明著、已刻 > 
7 ) 遯菴詩集 < 宇都由的詩集、已刻 >
8 ) 排悶集 < 江邨宗流詩集、已刻 > 
9 ) 坦菴文集 < 伊藤宗恕集、蔵家 > 
10) 居間集 < 伊藤龍洲詩集、蔵家 > 
11) 青甸集 < 江村毅菴詩集、蔵家 > 
12) 竹墩詩集 < 江邨青郊詩稿、蔵家 > 
13) 桐叶編 < 笠原玄蕃詩集、已刻 >
14) 竹雨斎詩集 < 余元徵著、已刻 >
15) 釣虛弄筆 < 清水春流著、已刻 >
16) 唐翁詩集 < 僧唐翁著、已刻 >
17) 鎌倉紀行 < 戶田幹著、已刻 >
18) 葵心集 < 度會勘解由著、已刻 >
19) 神皐遺篇 < 宮崎文庫蔵書 >
20) 広足詩集 < 同上 > 
21) 紹述詩集 < 伊藤東涯詩集、已刻 >
22) 出思稿 < 松原一淸詩集、已刻 > 
23) 芝軒略稿 < 鳥山輔寬詩集、已刻 > 
24) 芝軒吟稿 < 同上 > 
25) 香軒略稿 < 鳥山輔門詩集、已刻 >







30) 八居題詠 < 享保中、京師書肆輯、已刻 >
31) 熙朝文苑 < 張藩井鼎臣著、已刻 > 
32) 帰桉吟草 < 筑前神屋亨著、已刻 >
33) 覆窠編 < 大井守靜遺稿、未刻 > 
34) 白石詩稿 < 新井白石詩鈔、已刻 >
35) 白石餘稿 < 同上 > 
36) 鳩巣文集 < 室鳩巣集、已刻 >
37) 停雲集 < 新井白石纂録、已刻 >
38) 鍾秀集 < 祗南海纂、未刻 >
39) 南海詠物集 < 衹白玉詩鈔、未刻 > 
40) 蛻巌文集 < 梁景鸞集、已刻 > 
41) 琴浦小集 < 僧東明詩集、已刻 >
42) 巌居稿 < 僧月潭詩集、已刻 > 
43) 漁家傲 < 僧百拙詩集、已刻 > 
44) 琴所遺稿 < 澤維頭詩集、已刻 >
45) 海南集 < 関鐸詩集、已刻 >
46) 淩雲樓集 < 三河星野龍著、已刻 >
47) 芙蓉集 < 谷子祥著、已刻 >
48) 南陽集 < 那波祐昌著、已刻 > 
49) 三角集 < 奧田士亨著、已刻 >
50) 金澤披沙 < 録金澤諸子詩、未刻 > 
51) 蘐園録稿 < 輯蘐園諸子詩、已刻 > 
52) 防邱詩選 < 輯張藩諸子詩、已刻 > 
53) 崑玉集 < 淺舜臣著、已刻 >
54) 玉壷詩稿  < 木公達著、已刻 >
55) 蓬左詩帰 < 井鼎臣著、未刻 > 
56) 徂徠詩集 < 物茂卿詩集、已刻 > 
57) 東野遺稿 < 藤東璧詩集、已刻 > 
58) 南文集 < 縣次公集、已刻 >
59) 紫芝園稿 < 太宰徳夫集、已刻 >
60) 南郭文集 < 服子遷集、四編、並刻 > 
61) 金華文集 < 平子和集、已刻 >  
62) 鍾情集 < 服維恭詩鈔、已刻 > 
63) 蘭亭詩集 < 高子式著、已刻 > 
64) 江陵集 < 僧萬菴詩集、已刻 > 
65) 松浦集 < 僧大潮詩集、已刻 > 
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66) 爽鳩詩稿 < 三河雍子方詩集、已刻 > 
67) 芙蓉記 < 荘子謙著、已刻 > 
68) 樵漁餘適 < 富春叟詩集、已刻 >
69) 灞山詩集 < 長門田長溫著、已刻 > 
70) 萍遊詩巻 < 平君舒著、未刻 > 
71) 長門餘稿 < 縣次公録、未刻 > 
72) 明霞遺稿 < 宇士新文集、已刻 > 
73) 宇士朗遣稿 < 未刻 >
74) 蘭陵遺稿 < 田良暢集、已刻 >
75) 南陵集 < 荒木田正富詩集、今在刻 >
76) 昨非集 < 僧梅荘詩鈔、已刻 >
77) 不生和尚稿 < 同上、未刻 > 
78) 無孔笛 < 僧無隠詩集、已刻 >
79) 雑華編 < 同上 >
80) 邀翠館詩集 < 伊藤君夏詩集、未刻 >
81) 南山遺稿 < 晃君采詩集、未刻 > 
82) 鶴皐詩集 < 小栗元愷詩集、今在刻 >
83) 楢氏遺草 < 榷林伯啓詩集、已刻 > 
84) 甘谷遺稿  < 菅晨曜詩集、未刻 > 
85) 嵰州遺稿 < 岡仲錫詩集、已刻 >
86) 東皋初稿 < 加賀橫山太夫詩集、已刻 >
87) 荘嶽楚語 < 乾祐直著、已刻 > 
88) 逍遙草 < 僧道審詩集、已刻 > 
89) 芳翠窩詩稿 < 武欽繇詩鈔、未刻 >
90) 嘯塞餘響 < 服伯和詩集、未刻 >
91) 介石稿 < 僧終南詩集、已刻 >
92) 一雨詩稿 < 僧悟心詩集、已刻 > 
93) 慎菴遺稿 < 藪慎菴詩集、未刻 > 
94) 馬陵詩稿 < 竹政辰詩鈔、未刻 > 
95) 薔薇館詩集 < 芥彥章詩集、已刻 > 
96) 雨新菴詩集 < 僧金龍詩集、已刻 > 
97) 草廬詩集 < 龍君玉集、三編、並刻 > 
98) 金蘭詩集 < 龍君玉纂、已刻 > 
99) 綰柳篇 < 香居敬輯、已刻 > 
100) 晝錦集 < 彥根袁景陳輯、已刻 > 
101) 嘯社吟槁 < 永田俊平塞、已刻 > 
102) 生駒山人集 < 孔世傑集、已刻 > 
103) 孔雀樓集 < 清君錦詩集、在刻 > 
104) 龍門集  < 劉維翰詩集、二編、已刻 >
105) 嚶鳴館詩集 < 紀平洲著、已刻 > 
106) 踏海集 < 服仲英著、已刻 )
107) 大湫集 < 南宮喬卿著、已刻 > 
108) 弊箒集 < 松秀雲詩集、已刻 >
109) 玉山集 < 秋子羽詩集、已刻 > 
110) 東海稿 < 東海嚭中稿、未刻 > 
111) 宮水詩集 < 度會末稚詩集、已刻 > 
112) 鳳塞小稿 < 平義憲詩集、已刻 > 
113) 靜斎文集 < 斎大禮著、已刻 > 
114) 探勝草 < 內山栗奮著、已刻 >
115) 新川集 < 岡田挺之詩集、已刻 >
116) 舟山詩稿 < 攖井良幹詩集、未刻 >
117) 三洲近体稿 < 林文粛箸、已刻 >
118) 東渓講外集 < 僧亮潤著、已刻 >
119) 環空遺偈 < 僧環空詩鈔、已刻 >
120) 愚亭遺稿 < 江邨秉詩集、未刻 >
121) 済洲遺稿 < 山根道晉詩集、已刻 >
122) 落楓稿 < 村中漸詩集、未刻 >
123) 太室集 < 幡文華詩集、已刻 > 
124) 靜思亭集 < 赤松國鸞著、已刻 > 
125) 敝箒集 < 赤松大業詩集、未刻 >
126) 垂葭遺稿 < 鳥成章著、已刻 >
127) 名流春遊編 < 同上 > 
128) 花月吟稿 < 明和中、浪華書肆、纂刻 >
129) 寰海詩稿 < 僧寰海詩集、已刻 >
130) 愛日園稿 < 田子明詩鈔、未刻 > 
131) 小草詩筐 < 合麗王著、未刻 >
広島大学大学院文学研究科論集　第78巻126
（４）
132) 京遊草 < 同上 >
133) 北遊草 < 同上 >
134) 東遊草 < 同上 > 
135) 空華菴集 < 僧雪鼎詩集、未刻 >
136) 玄圃集 < 大江稺圭詩集、已刻 >
137) 華山詩集 < 嶋津琴王詩集、未刻 > 
138) 讚海詩刪 < 同人著、未刻 > 
139) 阿山業桂集 < 同人箸、未刻 > 
140) 南江遺稿 < 友淵宜卿詩集、未刻 > 
141) 岸翁遺稿 < 岸季英詩集、未刻 >
142) 三橘集 < 川井立牧三兄弟詩集、未刻 >
143) 六甲遺稿 < 武谷泉詩集、未刻 >
144) 鶯山遺稿 < 永德信詩稿、未刻 >
145) 石城遺稿 < 原子章詩稿、未刻 > 
146) 映山漫稿 < 福尚脩遺稿、未刻 > 
147) 草菴稿 < 僧躕陵著、已刻 > 
148) 春荘詩集 < 端文仲詩集、未刻 >
149) 観鵞堂詩集 < 永田俊平詩集、在刻 >
150) 綿山詩稿 < 柚木仲素詩集、未刻 >
151) 松蘿館詩集 < 岩垣亮卿詩集、在刻 >
152) 玩鷗詩集 < 賀伯魏詩集、在刻 >
153) 春菴詩稿 < 田文卿詩集、未刻 >
154) 冬至三百首 < 僧亮融、大管集、松景韶、
三人、一日百首、未刻 >
155) 換璋編 < 藤世式詩集、在刻 > 
156) 帰家日記 < 井上氏著、已刻 > 


























































雲》詩 2 首，《熙朝詩薈》雖收其詩83首，但卻未選《日本詩選》所收之 2 首；《日本詩選》收僧原
資《擬古》詩 1 首，《熙朝詩薈》卷雖收其詩73首，但卻未選《日本詩選》所收之 1 首；《日本詩
選》收宇鼎《小集得為字》詩 1 首，《熙朝詩薈》雖收其詩87首，但卻未選《日本詩選》所收之 1
首；《日本詩選》收服天遊《春夜宴野氏莊》詩 1 首，《熙朝詩薈》雖收其詩 8 首，但卻未選《日本
詩選》所收之 1 首；《日本詩選》收服元喬《人日登臺》等詩 6 首，《熙朝詩薈》雖收其詩206首，
但卻未選《日本詩選》所收《人日登臺》、《答田彥愛二首》其一、《奉答越君瑞先生見懷二首》、
《餞別於士茹歸西京》其一等 5 首；《日本詩選》收秋儀《九日諸公見過林亭》等詩 3 首，《熙朝詩
薈》雖收其詩140首，但未選《日本詩選》所收《九日諸公見過林亭》 1 首；《日本詩選》收服元雄






















































































































































































































































































































































1  江村北海編《日本詩選》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第67頁
2  同注 1 第65頁
3  江村北海著《日本詩史》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第28頁
4  同注 3 第40頁
5  《訪豐臣長嘯席上賦云》：“君是讓花花讓君，有花此地久留君，入門先問花無恙，莫道先花更後
君。”江村北海著《日本詩史》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二
卷，汲古書院1983年第 1 版第28-29頁
6  古文辭學派—受中國明代古文辭學派李攀龍 · 王世貞的影響，主張用古代中國語讀四書五經等儒
學經典，批判宋學 · 朱子學的主觀性。得意門生有以經學 · 經濟思想研究著名的太宰春台（1680-
1747），有以漢詩文著名的服部南郭（1686-1759）等。
7  江村北海編《日本詩選》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第82頁
8  曹昇之 · 歸青點校《東瀛詩選》上冊，中華書局2016年第 1 版第 1 頁







14 江村北海編《日本詩選》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第153頁
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古書院1983年第 1 版第81頁
16 同注15第81頁
17 江村北海編《日本詩選》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第82頁
18 江村北海編《日本詩選》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第82-83頁
19 江村北海編《日本詩選》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第82頁
20 “吾嬬郷”這一歷史典故見《日本書紀》卷第七景行天皇四十年是歲：“於是日本武尊曰、蝦夷凶
首咸伏其辜。唯信濃國 · 越國頗未從化、則自甲斐化轉曆武藏 · 上野、西逮於碓日阪。時日本武
尊每有顧弟橘媛之情。故登碓日嶺、而東南望之三歎曰、吾嬬者耶。故因號山東諸國曰吾嬬國
也”。 小島憲之 · 直木孝次郎 · 西宮一民《日本書紀》①、小學館1994年第378-380頁。
21 江村北海編《日本詩選》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第83頁
22 古籍編輯室編《十三經》，中國國學出版社2007年第 2 版，第10頁
23 江村北海編《日本詩選》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第83-84頁
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古書院1983年第 1 版第84頁
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古書院1983年第 1 版第84頁
26 同注25第84頁
27 江村北海編《日本詩選》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第84頁
28 江村北海編《日本詩選》，見富士川英郎 · 松下忠 · 佐野正巳編《詞華集 · 日本漢詩》第二卷，汲
古書院1983年第 1 版第84頁
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李　均洋（文学研究科　特任教授 *，首都師範大学教授　* 平成30年 5 月〜 7 月）
張　錦　（文学研究科　比較日本文化学修士課程在学中、2018年10月から）
（18）
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『日本詩選』編集方針と詩学価値
李　均洋 ・ 張　錦
【キーワード】江村北海、日本詩選、編集方針、詩学価値
江村北海編『日本詩選』（正編十巻）は、百五十七部既刊と未刊との詩集や日記などから元和
元年（1615）―安永2年（1773）間の511名の詩人、1415首の詩作を収めており、江戸時代での開
創的な意義を備える詩選集といってもいい。
江村北海著『日本詩史』（明和８年―1771刊）の詩論精神と詩学理念は、『日本詩選』中に貫か
れている。すなわち、（1）詩人の個性を尊重、包容と中庸との詩選方針。（2）「字法句法自然ト
規矩ニ叶フ」つまり「詞工」（詩法が優れた詩作）という詩選方針。（3）詩義「温籍」（蘊籍）と
いう詩選方針である。
『日本詩選』は江戸時期前半期約150年間「文教、武徳と並んで隆んに、終に人文の渊薮と成る」
平和時代の詩歌精華、江戸時代の詩歌発展と詩歌の思想精神及び社会文化効用の重要なテキスト
でもあり、詩歌から江戸時代の元和から安永までの約150年間社会状況を読み取る心気的絵巻で
もあり、独特な社会文化の史料価値を持っているのである。
（19）
